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1.川づくり団体部門 [概要版報告書] 
助成番号 助成事業名 所属・助成事業者氏名

2023-6112-001 児童・生徒対象の水環境プログラムの実践的

活動支援事業 

NPO 法人いわき環境研究室 
代表者氏 名 原田正光

助成事業の実施概要

ようやくコロナ禍がかなり収束したため、前年度に比べて、講座支援の要請が増加しました。

水環境教育講座は 4 小学校と倍増しました。地域の水環境講座は２回と同回数でした。 
内容的には、従来からの親水活動（水生生物及び水質調査など）に加え、３年前より、河川流域の水の

活用や危険性を俯瞰するジオラマや各種水災害を理解、体験できる模型を使った講座（水防災講座）は好

評です。なお、水防災模型も改善を進めており、更に分かりやすい講座になりました。

世界的なＳＤＧｓの高まりを受けて、当 NPO でも、地球温暖化防止、自然エネルギー講座が５回と増

加し、合計１５回の講座を開催しました。今まで指導者を育成する講座を実施してきたこと及び他の環境

ボランティア団体からの支援協力もあり、増加した講座に対応できました。

 前年度に製作した冊子「水の水質調査〜３つの方法で調べましょう〜」も活用し、更に水質調査方法も

改良し、子供たちでも精度の高い調査ができるようにしています。

今年度は、小中学校における指導者向けに冊子「流域と水防災」（Ａ４縦、２８頁）を制作しました。そ

の制作過程を通して、当ＮＰＯのメンバーのレベルアップにもなったと思っています。

当ＮＰＯが河川財団より、国土交通大臣賞を受賞したことは大きな喜びとなりました。

事業テーマ 
身近な河川での景観、水生生物及び水質調査

子ども達が激変する水環境（恩恵と災害）を正しく考え・対応できる模型づくりとその実践

キーワード 川の水生生物・水質調査、洪水発生メカニズム、水災害に備える活動、森林の保水力

〔実施内容〕 

Ｎｏ 対象 講座分類 学校名 実施日 講座名
1 2023/5/29 １回目水環境講座
2 2023/5/30 ２回目水環境講座
3 2023/6/7 源流〜河口バスツアー
4 2023/7/5 水環境学習講座
5 2023/8/30 好間川川遊び
6 2023/11/8 水防災学習講座
7 平四小 2023/11/15 水防災学習講座
8 磐崎小 2023/6/28 せせらぎスクール
9 2023/6/14 第１回自然エネ講座
10 2023/9/13 第２回自然エネ講座
11 中学校 ゼロカーボン 勿来二中 2023/7/14 ゼロカーボン講座
12 赤沼地区 2023/8/6 水環境調査出前講座
13 小川公民館 2023/9/3 ２０２３年環境学習会支援
14 パルシステム 2023/7/8 夏休み自由研究「理科実験教室」
15 植田公民館 2023/7/28 夏休み理科教室
16 メンバー他 研修（見学） 2023/10/20 河川環境施設見学研修

地域
水環境

理科実験

令和５年度ＮＰＯ法人いわき環境研究室実施講座リスト

好間一小

好間四小

平四小

小学校
水環境

自然エネ



〔成果〕 

学習支援後の児童や保護者に対するチェックシートの回答より、児童たちは各講座での意図した目的を理解

しているように思われます。 

・好間川源流～夏井川河口バスツアーではいろんな生き物を見つけた喜びや海岸砂浜での磯あそびを楽しんだ

ようです。 

・激変する水環境による水災害を模型で体験できることは子供たちだけでなく、学校指導者、保護者にも予想

以上の感動を得られたようであった。 

・冊子「川の水質調査〜３つの方法で調べましょう〜」と「流域と水防災～模型を通して理解を深めよう～」

の配布による支援対象指導者のレベルアップ及び冊子制作過程において当ＮＰＯメンバーの自身のレベルアッ

プに繋がった。 

・次年度にコロナ禍がさらに収束すれば、より広く、多くの講座を開催できる準備ができつつある。 

当ＮＰＯが河川財団より、国土交通大臣賞を受賞したことは当ＮＰＯの活動計画、実施内容が評価され

た結果と考えています。 

〔今後の展望〕 

・各講座にて、冊子「流域と水防災」～模型を通して理解を深めよう～」を実際に活用し、改良点が見つかれ

ば改訂し、よりわかりやすく、実用的な補助資料にレベルアップしたい。 

 講座を支援している学校や地域の指導者へ冊子を配布することで、全体的なレベルアップが期待できます。 

・講座の開催、模型の改造、冊子の製作、印刷、配布などには多くの資金が必要となります。河川基金などの

助成金を活用させてもらう計画です。そのためにも、活動計画の確実な実施が必要と考えています。 

・今後、ＳＤＧｓと当ＮＰＯが開催する講座との関連付けを意識し、水環境及び水災害に係る学習支援内容を 

更に見直し、推進したい。 

対象水系・河川 水系名 夏井川水系 河川名 好間川、夏井川

データベースに

登録する分野

部門 分野 分類 －

川づくり団体部門 河川教育 学校教育支援、指導者育成 －
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〔計画の妥当性〕  
活動推進結果と計画目標が一致しているか、差異があるかをチェックしました。 

チェック方法は、「支援者が子供たちを観察する」、「実施後にアンケート調査を行う」こと

です。観察することで、どの部分で理解しにくい、操作しにくいなどを観察します。 

一例では、ＣＯＤパックテストにおいて、低学年の児童が指の力が弱く、チューブに検水

を一定量吸入することができず、結果的に測定値にバラツキが発生しています。検水前に

チューブを折ったときクリップでとめておくと、誰もが同量の検水ができます。 

支援者が工夫を重ね、測定結果のバラツキを少なくすることで、子供たちの理解度が深ま

ると考えています。また、アンケート結果から、要改善点を検討し、対応しています。 

 計画目標自体が適切であるかは、最も重要なことです。それには外部からの評価や意見

を知ることが客観的なチェックとなります。すなわち、事業の進め方が支援者の自己満足

でなく、真に正しい方向性を知ることができるからです。河川財団から優秀賞、国土交通

大臣賞を受賞したことで、計画の妥当性と達成度が良好と評価されました。また、添付し

た活動内容報告書の「ＮＰＯ事業中間報告書」（21 頁）に記載したように、いわき市の環

境ボランティア活動に係る公共機関のメンバーに事業内容を報告し、協議することです。

以上のことより、当ＮＰＯの計画及び推進はほぼ妥当と考えており、今後もその計画に沿

った活動を継続したいと考えています。 

〔当初目標の達成度〕  
・学校学習支援は 3 小学校（好間一小、好間四小、平四小）、１中学校（勿来二中）で、合

計１１回実施できました。前年に比べ、約２倍に増えました。また、地域対象の活動も

計４回と倍増しました。これは、コロナ禍がかなり収束したことが背景にあります。 

・アンケート結果は添付資料「活動報告書」の 22〜23 頁、「5．活動実施後のアンケート結

果」に記載されているように、子供たちの理解度を調査しました。結果としてはほぼ計

画通りに理解されているようです。 

・NPO 事業中間報告会を開催し、関係者に活動内容を報告し、意見交換しました。目標は

達成されていますが、得られた意見を参考に活動の更なるレベルアップを計りたい。  
〔助成事業の効果〕  
・各講座の実施後にアンケート調査を実施することで、効果の確認を行っています。 

参考として、本報告書に添付する「2022 活動報告書」に好間四小と平四小の事後アンケ

ート調査の解析を記載しました。アンケートは単に、選択肢を選ぶだけでなく、なぜそ

れを選んだか？とか、災害防止を行うためにはどうすればよいか？という設問を設け、

文書で回答してもらっています。これらから判断すると、「子ども達に学ぶ場を与え、そ

れにより驚き、感動、喜びを与える場にする」という目標に対応できていると判断して

います。 

子どもたちが水災害での対応方法を学んだことは各家庭での広がりも期待しています。 

・地域学習支援では同伴した保護者も子どもと一緒に受講しているため、保護者からも非

常に役に立ったとの意見も得られています。 

 コロナ禍が収束すれば、更に広範囲での活動ができ、効果の広がりも期待しています。

〔河川管理者等との連携状況〕  
・河川管理者との直接の連携は行っていません。  
・本支援計画を「夏井川ネットワーク」、」「ＮＰＯ法人いわき鳴き砂を守る会」より、本活

動に支援協力を得ています。逆に、我々が上記グループ活動に支援を行っています。少

ない会員でより多くの成果をえるには、グループ間の相互協力が必要と考えています。  
・学校での教育支援は週日に実施します。現役のメンバーでは参加できないため、参加で

きるメンバーの数に制約があり、相互協力が不可欠な状況にあります。  
〔キーワード〕  
川の水生生物・水質調査、洪水発生メカニズム、水災害に備える活動、森林の保水力  
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1．まえがき 

令和３年度の河川財団「川と人をつなぐ活動成果発表会」の優秀賞に選ばれたことより、当
NPO の活動方向性が正しいと確認し、活動方針を継続しました。そのこともあり、令和４年
度河川基金川づくり団体部門での国土交通大臣賞を受賞することになりました。メンバー全員
が感激し、さらなる継続を再確認しています。 

今年度はコロナ禍が収束しない中でも、かなり緩和されたことより、活動件数は前年度と比
べ、かなり増加しました。そのことを見越しての活動メンバーの増強、レベルアップしたこと
もあり、ほぼ問題なく対応できました。また世界的なＳDGｓへの対応強化の高まりもあり、
従来の親水活動（水生生物、水質及び景観調査、水遊び）だけでなく、地球温暖化への対応
（自然エネルギーの増加）、さらに、度重なる豪雨による水災害への対応も環境ボランティア
活動に求められることが多くなっています。 

そのような背景もあり、今年度はフィールドでの活動だけでなく、冊子「流域と水防災」の
制作も並行して推進しました。冊子の制作は学校などの指導者への資料提供だけでなく、制作
する過程において、我々メンバーのレベルアップにもなっています。 

下記の今年度の講座リスト（計１６件）より、１１件（約 70％）は学校関係であるが、地域
への対応も４件（約 30％）も多くなってきています。このような傾向は今後も続くと予想して
います。 

Ｎｏ 対象 講座分類 学校名 実施日 講座名
1 2023/5/29 １回目水環境講座
2 2023/5/30 ２回目水環境講座
3 2023/6/7 源流〜河口バスツアー
4 2023/7/5 水環境学習講座
5 2023/8/30 好間川川遊び
6 2023/11/8 水防災学習講座
7 平四小 2023/11/15 水防災学習講座
8 磐崎小 2023/6/28 せせらぎスクール
9 2023/6/14 第１回自然エネ講座
10 2023/9/13 第２回自然エネ講座
11 中学校 ゼロカーボン 勿来二中 2023/7/14 ゼロカーボン講座
12 赤沼地区 2023/8/6 水環境調査出前講座
13 小川公民館 2023/9/3 ２０２３年環境学習会支援
14 パルシステム 2023/7/8 夏休み自由研究「理科実験教室」
15 植田公民館 2023/7/28 夏休み理科教室
16 メンバー他 研修（見学） 2023/10/20 河川環境施設見学研修

地域
水環境

理科実験

令和５年度ＮＰＯ法人いわき環境研究室実施講座リスト

好間一小

好間四小

平四小

小学校
水環境

自然エネ
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2．学校関係（小学校） 

１）好間一小 5 年生への水環境教育支援（1 回目） 
令和 5 年度最初の事業は、好間第一小学校 5 年生 54 名での水環境教育支援でした。二日間の

日程で、第 1 回目 5 月 29 日（月）は、好間川の学習、第 2 回目 30 日（火）は、好間川での水
生生物調査と水質調査を行いました。  第 1 回は、９時 10 分より開講式、スタッフ紹介を行
った後、さっそく好間川の学習に入りました。各担当者が、パワーポイントを使用して、「好間
川の水環境」、「好間川にいる水生生物」、「好間川にいる魚類など大型生物」について、説明しま
した。5 年生全員という大人数でしたが、生徒の皆さんは、流域・分水界という川に関するキー
ワードについてメモを取ったり、翌日の水生生物調査で見られる水生生物や魚の特徴を絵に書
いたり、熱心に取り組んでいました。その後、原田会長が、模型を使った体験学習「ジオラマに
よる河川構造物体験」を行いました。全員が見られるように、スマホでジオラマを撮りながら、
スクリーンに映っている構造物を説明しました。生徒の皆さんは、山や遊水地などの構造物に雨
水をゆっくりと川に流して、洪水を防ぐはたらきがあることを学びました。そして、自分たちが、
水とともに安全に生活していくために、流域で治水という取り組みが大切だということを理解
してくれたと思います。解散後は、生徒の皆さんが次々にジオラマの見学に集まり、構造物につ
いていろいろな質問をしていました。午前中いっぱい、元気で活発な学習が繰り広げられまし
た。 



4 

２）好間一小 5 年生への水環境教育支援（2 回目） 
 30 日、第 2 回は、好天に恵まれ、予定通りの日程で進めることができました。8 時 20 分に全
員で校庭に集合した後、水生生物調査のために好間川へ徒歩で移動しました。4 年前の台風被害
があった好間川は、現在、堤防工事が行われています。川底に砂が増え、水生生物が見つかるか
心配しましたが、生徒の皆さんは濡れるのも構わず、たくさん生物を捕獲しました。特に数が多
かったのは、スジエビ類、ヒゲナガカワトビケラ、コオニヤンマなどのヤゴ類でした。魚は、い
わき市内では珍しいカマツカが見つかりました。生物による水質判定は、ややきれいな水とな
りました。最後に、捕獲した水生生物を生徒の皆さんで、川に返して学校に戻りました。 戻っ
た後、10 時 50 分から 8 班に分かれて、水質調べを行いました。担当者より、調査項目のＣＯ
Ｄ、におい、透視度、導電率について、説明がありました。上流（三和小中学校前）、中流（松
坂吊橋前）、下流（北目）の 3 地点について調査し、結果をレーダーチャートにまとめました。
水生生物による水質結果と化学的な水質分析の結果から、自分たちの家の近くを流れている好
間川が、汚れていないことを確認できました。どの班も、12 時まで積極的に取り組み、班ごと
に上流、中流、下流の水質結果を得ることができました。 我々NPO 法人いわき環境研究室で
は、今回のような支援事業を通して、たくさんの子ども達に川を知って、親しんでもらい、川を
守ることが自分たちの生活を水害から守る防災につながるという考えを育てていきたいと考え
ています。 

３）好間四小・好間川水源から河口調べ 
  6 月 7 日（水）環境学習支援－好間川水源から河口まで調べ―のために、好間四小へ行って
きました。前日の深夜にはかなりの雨が降りましたが、朝になると晴れて、風はなく、暖かく、
願ってもない野外学習日和となりました。 8 時 15 分に校庭で出発式を行い、原田理事長のあい
さつの後に、スタッフ が自己紹介をしました。この日は、9 名のスタッフが参加しました。参
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加した児童は 1 年生から 6 年生まで 30 名でした。 予定より 10 分遅れの 8 時 40 分にバス 2 台
に分乗して、好間川の源流である雨降山へ出発しました。雨降山麓の林道で下車し、上級生と下
級生を分けて行動し、上級生組は頂上を目指して 25 分間で歩けるところまで歩きました。渓流
域で採集ネットを使って、水生生物を採集しました。ムカシトンボのヤゴ、ミルンヤンマのヤゴ、
トワダカワゲラ。これらは上流域に生息するものでなかなか珍しい種類です。他に、モンカゲロ
ウ、サワガニ、カワゲラ、トビケラの卵（ゼリー状）がいました。なんといっても子どもたち自
身でサンショウウオ 3 尾を採集したのは、すばらしいことでした。雨降山周辺の好間川源流は、
きれいで良い水質の所だといえます。 三和公民館でトイレ休憩を取ってから、好間川と夏井川
の合流点を近くの堤防の上から観察しました。前夜に雨が降った割には、水量が多くなく水も
きれいでした。 夏井川河口に着くと、左岸公園の堤防上から河口全体を観察しました。お昼ご
飯は、みずほの森公園の堤防の階段で摂りました。食後砂浜に降りて、昨年同時期にたくさん取
れたコタマガイを手掘りで探しましたが、1 個も取れませんでした。子ども達は、波と戯れて楽
しそうでしたが、監視しているスタッフとして危なくて見ていられませんでした。砂浜の貝殻を
集めている子どももたくさんいました。大きなカニを持ってきたので査定したところモズクガ
ニでした。砂浜の海岸線近くでモクズガニをみるのは初めての経験です。 みずほの森から河口
親水公園へ移動しました。カニ釣りには絶好の干潮時でした。カニ釣り道具の使い方の説明を
したところ、1、2 年生でも容易に理解できて、すぐカニ釣りに挑戦しました。カニはすぐには
姿を見せなかったが、石の裏や草場の陰にいることを知るとたくさん釣ることができました。
最も多く釣ったのは女の子で、14 尾も釣って嬉しそうでした。全員夢中になって 40 分間楽しん
でいました。 バスに乗り、好間四小へ戻り閉校式をしてから解散しました。天気に恵まれ、子
どもたちには楽しく、有意義な一日であったように思えました。 
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４）好間四小第 2 回水環境学習支援講座 
 今年度第 2 回目となる「水環境学習支援」講座が、7 月 5 日（水）に開催されました。今回の
講座では、天候にも恵まれ、前半は、水生生物調査（3～6 年生 21 名が参加）、後半は、水質分
析（5，6 年生 13 名）に取り組みました。調査には、当 NPO のスタッフ 8 名の他、夏井川流域
NW、地元保護者の方を含め 10 名が支援に当りました。 前半の講座では、学校近くの好間川で
の水生生物の調査に取り組みました。川での調査に入る前に、簡易流速測定装置を使って流れの
速さや水深を測定し、安全性に配慮しながら調査に当たるよう注意を喚起しました（川幅 16m、
水深 30～50cm、流速 0.3m/s 程度）。また、水生生物の採取の仕方等についての説明の後、それ
ぞれの班毎に水生生物調査に当たりました。当初、なかなか採取要領が掴めないようでしたが、
直ぐに慣れ、様々な生き物を採取できました。若干水温も低く（20℃）、体が冷えてしまうこと
にも配慮し、40 分程度で採取を終え、川に隣接した平場で、採取した生き物の分類に挑戦しま
した。採取した水生生物種では、「ヘビトンボ、カワゲラ、ナガレトビケラ」等、「Ⅰきれいな水」
に棲息する生物種が多く確認されました。 後半は、5，6 年生が、学校の理科室にて水質分析に
取り組みました。予め採取した３地点（上流：三和小学校前、中流：好間４小前、下流：北目）
の河川水を対象に、4 項目（COD、透視度、導電率、におい）について、水質を調べました。結
果をレーダーチャートに表し、水質の違いの要因について意見を出し合い、日頃からの水の使い
方との関連について考え直す機会となったようでした。 

５）好間四小・水環境教育学習－好間川川遊び 
 8 月 30 日（水）に水環境学習・好間川の川遊びのために、好間第四小学校へ行ってきました。
環境研究室からは 9 名が出席し、夏井川流域の会から 1 名の出席をお願いしました。好間公民
館から館長 1 名、いわき市教育委員会からも 3 名が出席しました。笹舟を作り、競争などの川
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遊びをしました。 9 時 15 分に玄関前の校庭で全校生が集まり、開講式を行いました。校長先生
のあいさつの後、原田理事長よりあいさつをしました。気温が既に 28℃に達していたので、熱
中症に注意してスタッフの自己紹介は省略しました。今回は 1～6 年生まで児童 31 名全員が参
加しました。救命胴衣を着用して、好間川まで歩いて行きました。 好間川左岸に全児童が川沿
いに並び、橋本先生より川に入ってからの注意事項を説明けました。また、トラロープを張った
先の下流には深くなるので、絶対に行かないよう注意しました。川にスタッフ 3 人が横に並ん
で草を流し、川の場所により流れが異なることを実感してもらいました。また、佐藤雅子さんか
ら笹舟の作り方の説明があり、後で競争することにしました。 川の中で、児童は 1～3 年低学
年、4～6 年高学年の 2 班に分かれて行動しました。1～3 年生はたも網による生物採集をしまし
た。夢中になって魚や水生生物をたも網で採集していました。箱メガネで川底を眺めている児童
もいました。4～6 年生は自由に川で泳いでいました。なかには 2L のペットボトルを両脇に抱
えて体を浮かせて川流れを楽しんでいる児童もいました。児童の生き生きとした表情が印象的
でした。 終わり近くになって全員で笹舟をつくり、学年単位で競争しました。優勝者には拍手
で祝福しました。全校生と先生方とスタッフで集合写真を撮りました。 川遊びを約 1 時間した
後で、上段の竹やぶで 1～3 年生が採集したアブラハヤ、サワガニなど水生生物について簡単な
説明をしました。 教室に戻り、着替えてから、閉講式を行いました。児童 10 名ほどから感想を
聞いたところ「カニを捕ったことが、おもしろかった」など好評を得ました。 好間川での川遊
びは、コロナのため 4 年ぶりの開催となりました。今年は天候にも恵まれ、子どもたちは思い
っきり川遊びを楽しんだようです。川遊びは、子どもたちが自然と触れ合う貴重な機会でした。
水生生物の採集や、川の流れや水温を体感することで、子どもたちは川の大切さや環境保全の必
要性を学ぶことができたようです。この環境学習が、子どもたちの自然や環境への関心を高める
きっかけになれば幸いです。 
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６）好間四小「水防災」学習支援 
 11 月 8 日（水）、好間第四小学校にて、今年度 4 回目の支援活動として、「水防災学習」を実
施しました。当日は、前日の嵐のような天気から一転、雲一つない晴天となり、屋内活動ながら、
みんな気持ち良く学習活動が出来ました。  今回は、5，6 年生児童 13 人（６年生６名、５年
生７名）が対象で、支援者１０名の他、好間公民館長と市教育委員の２名が参加してくれました。
また校長先生も多忙にも関わらず、子どもたちの学習をほぼ全時間見守ってくださいました。 

学習内容は、以下のような項目を途中休憩を入れながら実施しました。 
① 地球温暖化と水防災について（座学-15 分）--温暖化の原因・対策、事象などを説明。
② 堤防模型と流域模型（15 分）--堤防回りの呼称確認と流域模型での流域の定義実験。
③ ジオラマ模型（20 分）--ジオラマ模型で、河川の治水対策などを大きく俯瞰的に説明。
④ 森の保水実験（20 分）--模型で裸地、乾燥森林、湿潤森林での雨水の保水量の相違実験。 
⑤ 砂防ダム実験（15 分）--模型で砂防ダム有無での土砂被害の相違実験。
⑥ 水循環と流出模型実験（15 分）--模型で水の大循環、なぜ川の水が溢れるのかの実験。
⑦ 川の流れ実験（30 分）--模型で河川形状や水量の差異による河川浸食の相違の実験。
⑧ 洪水時の対応（20 分）--災害時に命を守る為の持ち出し物など、ソフト対応について。
⑨ まとめ（20 分）

以上の様に数多い講義･実験でしたが、子どもたちは各実験に積極的に参加し、歓声を上げなが
らも、タブレット等に状況や結果を熱心にメモをしていました。６年生は昨年経験した実験も多
かったのですが、装置の方も殆んどがバージョンアップしており、それなりに新鮮に実験を楽し
んでいました。また繰り返し経験した事で、実験の意図も良く理解した様子でした。  地球温
暖化等による異常気象は、他人事ではなく身近に起こる様になり、今年は線状降水帯をいわき
でも初めて経験して大きな被害が出ました。そうした理由もあり、子どもたちの防災意識も年々
向上しているのが、子どもたちの言動からよく判りました。 
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７）平第 4 小学校第 3 回防災環境学習支援講座 
 第 3 回防災環境学習支援講座を 11 月 15 日に平第 4 小学校 6 年生６６名が参加し、支援者１
０名の他、市役所河川課の５名も見学に来ていました。最初に、地球環境と異常気象等の講義を
受けました。その後、自然エネルギー体験学習として、次の 6 項目を班別で行いました。（各班
～10 名程度） １．ジオラマによるいわき市の防災施設について学習 ２．夏井川流域の模型に
よる流域概念と河川断面の学習 ３．森林と川の模型を使って山の保水力を知る実験 ４．ダムの
持つ役割等を知る実験 ５．砂で作った川で、流れと川筋がどのように変化するかの実験 ６．災
害にあった場合の心得を学ぶ。 模型においては、実際に水を流し、流木等も流し、堤防が崩れ
たり、削れたり、家が流されたりする様子を見て、歓声を上げながら体験していました。森林の
持つ保水力や田んぼダム、砂防ダム等があると水量調節等の働きがあり、洪水を軽減してくれる
ことを学習していました。災害時はいち早く安全な場所に避難すること。（人の命の尊さを知る）
また、日頃から、災害時にはどこに逃げるかを決めておく。さらに避難施設への持ち物は事前に
準備すること。（家族で話し合っておく） 災害に対する理解を深めることにより、災害時の行
動に反映出来るものと期待しております。 
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８）磐崎小５年生の藤原川せせらぎスクール支援 
 去る 6 月 28 日午前、いわき市立磐崎小学校 5 年生 3 クラス 79 名の児童を対象として、学校
前を流れる藤原川においてせせらぎスクールの支援を行いました。当日は梅雨の晴れ間に恵ま
れ、磐崎小としてはおよそ 10 年ぶりの水環境学習支援を実施することができました。当 NPO
からはメンバー10 名が支援にあたりました。  午前 8 時 20 分に、参加者全員が校庭に集まり、
開講式が行われました。その後、児童は A 班と B 班の 2 つのグループに分かれて、藤原川にお
ける流況・水生生物調査と理科室における水質調査を交互に体験しました。そして、11 時 50 分
にまた全員が校庭に集まり、まとめと閉講式を行いました。普段に比べて人数の多い、約 80 名
の児童の学習支援でしたが、メンバーの協力と担任の先生方のフォローにより予定通り支援を
進めることができました。  
〇藤原川における流況・水生生物調査 藤原川における流況・水生生物調査では、はじめに流速
や川の断面を計測し、流量の計算の仕方を説明しました。流速は距離２ｍを流れる浮きの流下
時間を測り、断面は川幅と深さを測り求めました。平均流速は約 0.7m/秒、水深約 0.25m、川幅
約 4m となり、流量は約 0.7m3/秒という結果になりました。 続いて、水生生物の採取を実演
し、水生生物の採取を行いました。水生生物採取は、同定を含み 1 時間程度でした。児童も最初
は恐る恐る川へ入りましたが、慣れてくると泳ぎ出す児童もいました。観察された水生生物は、
ヒゲナガカワトビケラ・タニガワカゲロウ・ゲンゴロウ・ガガンボ・アメンボ・ミズスマシ・シ
マイシビル各 1 個体程度で、コヤマトンボ・イトトンボ・サナエトンボ・オニヤンマ・コオニヤ
ンマとトンボのヤゴが比較的種類も多く観察されました。その他、オイカワ・ヨシノボリ・タモ
ロコ・テナガエビ・スジエビ・ヌカエビ・モクズガニ・タイワンシジミ・オオクチバス・チチブ
が観察されました。最終的に調査した地点の水質は水質階級Ⅱのややきれいな水と判定するこ
とができたようです。調査後、児童は名残惜しそうでしたが、採取した生物を藤原川に戻しまし
た。今回の調査から、川の中にはいろいろな水生生物がいることを体感し、それらに触れたこと
で貴重な体験となったようでした。川での支援を終えて、児童には今後も機会があれば山・海で
も多くの自然体験をしてもらいたいと思った次第です。  
〇理科室における水質調査 理科室で実施した水質調査は、藤原川の上流（関下橋）、中流（磐崎
小前）、下流（中部浄化センター脇）の 3 地点で採取したサンプルを用いて行いました。主要な
指標である COD（化学的酸素要求量）、におい、透視度、導電率の４項目について測定を実施
しました。各班の児童たちは 3 つのグループに分かれ、各測定項目をローテーションしながら
水質調査の体験をしました。測定後、得られた結果を記録表にまとめ、レーダーチャートを用い
て視覚化しました。その結果、上流から下流に向かって川の水が汚れていく傾向が確認されまし
た。また、採取場所の状況から川の水の汚れと周辺住宅の数との関連性に気が付いて、生活排水
が川の汚染の一因となっていることを理解したようでした。 さらに、児童たちと川の水を汚さ
ないために自分たちができることについて意見を交換しました。ゴミを捨てないことが重要で
あるという声がありました。また、食事の際には残さずに食べることや、食器を使った後は拭い
てから洗うことなども話し合いました。これらの取り組みを家庭でも意識するよう呼びかけ、
水質調査を終了しました。 
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９）平四小学習支援_第 1 回自然エネルギー学習 
 いわき市立平第四小学校 6 年生 2 クラス（計 66 名）を対象に，6 月 14 日（水）の午前中に
自然エネルギー学習支援を行いました。当日は、福島高専教員と平窪自然塾メンバーも加わり、
スタッフ総勢 12 名による学習支援となりました。 はじめに原田理事長からスライド資料「気
候変動とエネルギー」を用いて平四小における環境エネルギー学習の趣旨説明を行い、続いて
福島高専電気電子システム工学科非常勤講師の山本先生からスライド資料「再生可能エネルギ
ー」を用いて発電やエネルギー利用についての説明がありました。 その後、クラス児童を 6 グ
ループに分けて、各グループ約 11 名の編成で、自然エネルギーの体験学習を行いました。進め
方は、温度差発電（ペルチェ素子発電）、太陽光発電、風力発電、水力発電、手回し発電体験、
再エネゲーム体験の 6 つの項目をそれぞれローテーションで 15 分間ずつの体験学習を行いまし
た。 ペルチェ発電では、製氷氷と掌の温度差で LED が点灯する体験をし、温度差を大きくし
て発電量を増やすにはどうしたらよいか取り組んでもらいました。みんなで手をこすったり、数
人で手を合わせたりすることで温度差が大きくなることに気づいて感激していました。 太陽光
発電では、光源ランプの当て方で発電量の違いがあることを体験しました。また、蓄電や余剰電
力の利用などについての説明にも聞き入ったり、太陽光パネルを搭載したおもちゃにも光を当
ててコミカルな動きを楽しんだりしていました。 風力発電では、風の強さや向き、プロペラの
数などで発電量がどう変わるか、扇風機やドライヤー、うちわを使って体験しました。また、プ
ロペラの直径の大きさと発電量について世界や日本の事例についての説明を受けました。うち
わで風を送る大変さも実感しました。 水力発電では、ペットボトルにつないだホースから流出
する水の勢いで水車を回して発電される様子を体験しました。ペットボトルの高さやホースの
直径を変えた装置で、どのような条件の時に水車が良く回り発電量が大きくなるか確認してい
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ました。 手回し発電では、発電機の原理についてわかりやすく説明を受けながら、実際に手回
し発電によって LED ランプを点灯させました。また、抵抗を変えると、負荷が大きくなって手
で回すのが大変になることも体験しました。 再エネカード体験では、生活に使う家電やエネル
ギーの今昔を理解する神経衰弱ゲームやエネルギーや発電の歴史についての七並べゲームを体
験しました。説明や解説を聞きながら、手際よくゲームを楽しんでいました。 最後のまとめで
は、さまざまな発電装置で実際に発電が起きていることをどのように確認できたか、また、それ
ぞれの発電装置ではどのようにすると発電量が大きくなるかなどを振り返ってもらいました。
児童から原子力発電についての質問などもあり、今回体験した発電以外にも発電に興味を持っ
ていることがわかりました。数人の児童から、楽しく学ぶことができ、自然エネルギーの大切さ
や必要性がわかった、などの感想が述べられました。 平四小における今年度第 1 回の学習支援
でしたが、担任の先生方のサポートもあり、スムーズに体験学習を進めることができました。 

１０）平四小第２回環境エネルギー学習支援 
９月 13 日午前、いわき市立平第四小学校 6 年生 2 クラス 66 名を対象に環境エネルギー学習

の支援を行いました。当日はクラスごとに、学校近くの諏訪神社における自然エネルギー学習
と校内での省エネルギーに関する実験を体験しました。 諏訪神社での自然エネルギー学習では、
3 つの班に分かれ、①自然エネルギー施設（水力、太陽光、風力）での学習、➁火起こし体験及
びソーラークッカーによる太陽熱利用実験、③足漕ぎ自転車での発電及びソーラーカー試乗体
験を各 18 分でのローテーションで実施、それぞれ体験を通じて自然エネルギーへの理解を深め
てもらいました。 

3 種の自然エネルギー施設では、太陽光・風力施設を間近に観察すると共に、今年 9 月初めに
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更新したばかりの水力発電用の水車では、9 月 8 日～9 日にかけての降雨の影響を受け、水源の
沢水が勢いよく水車を回し発電していました。また、福島高専の橋本慎也研究室の学生さん達
が、施設脇を流れる小川江筋で、浮体式水力発電器での発電の様子も体験できました。 火起こ
し体験は、今年 6 年目を迎えました。これまでは、新たなタイプの火起こし器等に挑戦するな
ど工夫してきましたが、煙は出るものの発火までには至りませんでした。今年も発火は見られな
いかとあきらめかけていましたが、最後の１班の男子児童が最後の最後に頑張り、かなりの火
種を作ってくれて、 それを指導に当たっていた半沢氏が上手にテッシュ上で発火させ、更にそ
れをおがくずに移し着火しました。6 年目にして初めての快挙で、皆で喝采しました。 太陽熱
利用のソーラークッカーでは、ヤカンに入れた水（26.5℃）は、好天に恵まれたこともあり、90
分後には、87.8℃まで上昇しました。ポップコーンは、香ばしいにおいはするもののはじけるま
でには至りませんでした。  足漕ぎ自転車による発電では、発電した電気で水を噴射し高い位
置にある風船に水脈を当てるというもので、発電量を競いあいました。体力を使った体験で、発
電することの大変さも実感したようでした。また、ソーラーカーの試乗体験は、映像等では、見
る機会はあっても、自ら運転体験できたことに満足感を覚えていたようでした。  
 校内での省エネルギーの実験では、最初に音楽室で地球環境問題やカーボンニュートラル、
省エネルギーに関する簡単な説明を受けたのち、クラスを 3 つの班に分けて、それぞれローテ
ーションで、①屋外の温度測定、②色布の熱吸収、③打ち水の効果についての実験をそれぞれ 15
分ずつ体験しました。 屋外の温度測定では、校舎の壁、地面（コンクリート、土、草地）樹木
や自動車などの日なたと日かげの温度を放射温度計により、交代しながら児童全員に 3 回ずつ
測定して、記録し、その平均値も求めました。 色布の熱吸収実験では、白、黄、赤、青、黒の
色布を太陽の直射日光に当てた後の温度を 5 分ごとに放射温度計を用いて測定しました。白色
と黒色の温度の違いは予想できたようでしたが、その中間の色の温度がどうなるか想像しなが
ら測定に挑んでいました。直射日光に当てて最初の 5 分で大きく温度が上昇することや色の違
いで実際に温度の違いが大きく表れることに驚いていました。 打ち水の実験では、コンクリー
トの地面に約 50cm 四方の区画を 3 つ作成して、水道水を 0mL，250mL、500mL 散水した後の
温度変化を 5 分ごとに放射温度計で測定しました。 散水した地面とそうでない地面とでは温
度にとても大きな違いが見られたことを確認しました。実験の時間がもう少し長いと、散水量
によってその効果に差が生じるかどうか確認できたのですが、全体のスケジュールの中ではそ
れを確認することはできず残念でした。 3 つの実験が終わった後まとめとして、暑い屋外で暑
さをしのぐにはどうしたらよいか、児童それぞれに考えてもらいました。実際に温度を計り、数
値でとらえてもらいましたので、児童それぞれに暑さ対策の工夫を思い浮かべることができた
ようでした。数人の児童に述べていただいた感想は、実験からわかったことや省エネルギーに
対する今後の抱負など自分の言葉で表現したものでした。今後さらに今回の結果に対する原因
の追究などに興味を持って取り組んでもらえればよいと思いました。 最後に、暑いなか半日屋
外で頑張って学んでくれた児童の皆さんに敬意を表したいと思います。 
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３．学校関係（中学校） 

１）勿来二中におけるゼロカーボン授業支援を実施 
 7 月 14 日にゼロカーボン教育モデル事業 in 勿来第二中学校のプログラムの第 2 回授業を当
NPO が担当しました。これは、今年度いわき市から委託した「ゼロカーボン人づくり公民連携
事業」の一環として、市内中学校生徒の脱炭素社会への取組みの理解醸成を図るものです。当
NPO では、「くらしの中の省エネルギーを考える」というテーマで、勿来二中の 1 年生約 30 名
を対象として実験を中心とした授業を実施しました。 原田理事長が、最初に本授業を実施する
背景となっている地球温暖化の対策としての緩和と適応についての説明と、その中で生活に関
連した省エネルギーの重要性についての説明を行いました。そして、実際に授業で実施する、
「室内温度の測定」、「色による熱吸収」、「風と水と肌温度」に関する実験の概要と実験方法につ
いて説明しました。 その後、各班 4～5 名ずつに分かれて、６つの班で分担して 40 分間の実験
を行いました。室内温度の測定では、1 班と 2 班がエアコンの作動している教室とそうでない教
室の窓ガラスや天井・床、照明器具など約 10 か所の表面温度を放射温度計により測定しました。
3 班と 4 班は、日射のある色布の温度変化をそれぞれフェルト布と色紙のケースで表面温度の
変化を測定しました。モデル授業の時間帯は残念ながら天候が良くなかったので、熱源として白
熱ランプを使用しました。5 班は、最初にハンディファンの風速測定を行った後、風が当たる掌
の温度の測定をハンディファンの風の強さを 3 段階に切り替えながら、4 人の掌で肌温度の測
定を行いました。6 班は、ウェットティッシュや霧吹きで掌に水を付けたときに掌の表面温度が
どのように変化するか 4 人の掌で測定しました。霧吹きも水だけでなく消毒用エタノールに変
えた測定も行いました。なお、実験時間 40 分間の中には、データを記録して図表を作成し、さ
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らにそれから読み取れることを考えてもらい、実験の内容を各班 2 分間で報告してもらう準備
まで含めてもらいました。 実験終了後、得られたグラフ 1 枚を示しながらの 2 分間の報告が各
班代表から行われました。そして最後の 10 分間ほどで、今回行った実験結果などを踏まえて暮
らしの中でどのような工夫をすればよいか自由に提案をしてもらいました。生徒から出された
省エネルギーの提案は、直射日光をさえぎるカーテンの使用やグリーンカーテンの試み、着用す
る服の色の提案、パーソナルミニ扇風機の活用、などがありました。 今回の授業は、暑い涼し
いという感覚を実際に温度測定により数値化して実感してもらい、そこから何かを考えてもら
う試みでしたが、晴天であればもっと温度の違いを体験できたであろうことがとても残念でし
た。しかし、限られた時間の中で、どの班も手際よく図表を作成し発表する内容を簡潔にまとめ
ることができており、生徒の真剣な意欲と能力の高さを感じることができました。また、今回の
機会は、当 NPO としても新しい学習プログラムの構築にチャレンジすることができ、とても貴
重な体験になったと思います。 

４．地域関係 

１）赤沼地区水環境調査出前講座を４年振りに実施 
 ８月６日の日曜日に、赤沼地区構造改善センターで出前講座を行いました。当講座は、赤沼地
区子供ども会の子どもたちとその保護者が対象で、当日は子ども８名と保護者６名が集まり、
ＮＰＯ７名のスタッフを中心に、地域の水環境調査を実施しました。 ９時集合後、最初に原田
理事長より出前講座の趣旨説明があり、その後、スタッフ自己紹介、平川事務局長より日程説明
という流れで始まりました。 日程説明後、まず「タニシによる水質浄化実験」を行いました。
これは、農業用水路から汲んできた水を入れた容器、１つにはタニシを 10 数個体入れ、もう 1
つのタニシを入れない容器のものと、水質を比較するという実験です。２時間後に結果をみるこ
とにしました。その後、赤沼地区構造改善センター前の農業用水路移動して、水生生物調査と選
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別・同定を約 1 時間程度行いました。連日の猛暑で田んぼの水は大分少なくなっていましたが、
用水路は適度に水が流れており、子どもだけでなく大人も水に入って大喜びでアメリカザリガ
ニやタニシを網で捕獲しました。同定の結果、生き物は 11 種類確認されました。一番多かった
のが、タニシ 60 個体以上、次いでアメリカザリガニ 54 個体、他にアメンボ、モクズガニ、タイ
ワンシジミ、ゲンゴロウ（幼虫）が見つかりました。更に、数の減少が心配されるメダカも多く
見られました。同定後は、生物を子ども達みんなで元の用水路に返しました。 構造改善センタ
ーに戻り、子ども達は 3 班に分かれて屋内での水質分析を行いました。1 班は、上流（小川江
筋）の水、2 班は、中流（構造改善センター前）の水、3 班は、下流（赤沼川合流点）の水に関
して、におい、COD、導電率、透視度、水温を調査しました。結果の数値をレーダーチャート
に記入してみると、上流から下流になるに従って、水質が汚れてきていることがはっきりと分か
る結果となりました。 水質分析の後、一番初めに行った「タニシによる水質浄化実験」の結果
を確認しました。タニシを入れた容器の方が、明らかに水が透明になっていて、タニシが水の中
の汚れを除去して浄化してくれたことが分かりました。最後は、全員で針金によるアメンボ製作
とペットボトルの浮沈子製作に取り組みました。原理は、表面張力と水圧という小学生の子ど
もにとってはどちらも難しいものですが、子ども達は一生懸命工夫して製作していました。アル
ミの針金を丸めて水に浮くアメンボ作りや、クリップにストローを挟んだ浮沈子の浮き作りなど、
自分独自の作品を作ろうと保護者やスタッフの助けを借りて、予定の 11 時 50 分最後まで熱心
に取り組んでいました。 今回の出前講座は、コロナ禍で 4 年振りの開催となりましが、参加者
の中には以前参加した子どももいて、忘れずに講座を楽しみにしてくれていることをありがた
く思いました。あらためて、さまざまな事業を継続することの大切さを感じました。講座の最後
に、原田理事長が、多くの生物がすめる環境の大切さについて話してくれたことが、将来、子ど
も達が環境を保全する姿勢に繋がっていくと願っています。暑い 1 日でしたが、体調を崩す参加
者もなく、安全で充実した出前講座を実施できました。 
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２）猪苗代水環境センター主催の 2023 年環境学習会の支援 
9 月 3 日、いわき市小川公民館前の夏井川において、福島県環境創造センター附属施設猪苗代

水環境センター主催の 2023 年環境学習会の支援を行いました。これは福島県内の親子が県内各
地で開催される環境学習会に参加する催しで、今回は当 NPO がいわき地域で開催された夏井川
の生物・水環境に関する学習の支援を担当しました。当日は、天候にも恵まれ、福島市や郡山市
など中通り各地から親子 50 名ほどが参加しました。当 NPO からは 8 名が学習支援にあたり、
このほか福島高専都市システム工学科の 4 年生 2 名の協力も得ました。 学習会では前半に小川
公民館前の夏井川での水生生物調査を行いました。小学校の低学年生が多く参加していました
が、みんな元気に川に入って楽しく水生生物の採取を行いました。水生生物採取後は、分類・同
定を行い、カワゲラ類やカゲロウ類、ヘビトンボなど水のきれいなところで見られる水生昆虫
が多く採取されたことがわかりました。これら水生生物の名前をみんなで共有した後、元の流
れに放流しました。 
 学習会の後半は、小川公民館に戻り、COD、透視度、導電率、においの 4 項目の水質分析を
行いました。測定した検水は、小川公民館のやや上流にある夏井川に合流する直前の加路川の
水（地点 1）、水生生物調査を行った小川公民館前の夏井川の水（地点 2）、下流側の夏井川鎌田
橋直下の水（地点 3）、夏井川に合流する前の好間川平川橋直下の水（地点 4）で、これら 4 種
類の検水を 4 つの班に分かれて 1 地点ずつの測定を行いました。低学年の児童も多く、なかな
か手先が動かない状況も見られましたが、どうにかきょうだいで助け合いながら、測定結果を得
ることができたようでした。水質分析の最後に、河川で確認された水生生物の一覧や参加児童
全員で行った水質分析の結果（図参照）を示しながら、調査全体のまとめを行いました。 今回
は、株式会社ライト・エージェンシー様からの依頼により、いわき市外からの児童の皆さんと一
緒に学習する機会に恵まれました。また、運営に際してエフエム福島の皆さんにもご協力いただ
きました。予定された時間内で学習会を進めることができ安堵している次第です。 
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３）夏休み理科自由研究応援「理科実験教室」を開催 
 ７月８日（土）にパルシステム福島と当 NPO の共催で、小学生を対象にした夏休み理科自由
研究のための支援講座を行いました。会場のパルシステム福島「みんなの交流館」には、小学生
の親子など２０名が集まり、当 NPO のメンバー8 名が指導にあたりました。 本講座は例年こ
の時期に開催しているもので、今年のテーマは「ゼロカーボン」とし、「暑さをやっつけて、涼
しくしたい！」と題して、くらしの中でも脱炭素に関心や興味を持ち、夏休みの自由研究として
も取り組んでもらえる実験内容としました。  実験は身近にあるものを対象に以下の４種類を
準備し、小学生だけではなく保護者も実験に参加してもらうことで、楽しみながら家庭での実践
につなげてもらえるようにしました。 ① 温度をはかってみよう⇒ハンディ表面温度計を用い
て、物の表面温度にどんな違いがあるかを調べました。 材質、場所、日なた、日かげ、LED、
白熱灯など。 ② 熱を吸収する色⇒５種類の色の違う布を太陽に当てて、温度の上昇の違いを調
べました。 ③ 風の効果⇒ハンディ扇風機で風速の違いにより肌の温度がどう変化するかを検
証しました。 ④ 水の効果⇒ハンディ扇風機で水やエタノールで濡らした肌の温度がどう変化
するかを検証しました。 ただ、残念ながら当日は生憎の曇り空で太陽が出なかったため、顕著
な温度の上昇などが見 られず、大きな差異が出ないものもありました。しかし、そんな中でも
みんな実験の意図は理解できたようで、楽しみながら全工程を終了することができました。結
果はとりまとめて、簡単に状況の説明を行いました。  その後、パワーポイントを用いて「理
科自由研究の進め方」という表題で、実例を織り込みながら、その手法を説明しました。参加者
は、身近にたくさんのテーマがあることを実感したようです。  最後に支援者が準備した「浮
沈子」をお土産として手渡し、閉会しました。 また、閉会後に、希望者には自由研究の個別指
導も行うとともに、「浮沈子」作りに挑戦した小学生もいました。前日が七夕だったので、それ
に合わせたデコレ―ションを飾り付けるなど、指導を受けながら作成していました。  短い時
間ではありましたが、今回の実験を保護者と子どもたちが一緒に体験したことで、ちょっと遠
かった「ゼロカーボン」も各家庭に入り込み、少し身近に実感出来たのではないかと思います。 
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４）植田公民館にて「夏休み理科教室」を開催 
 7 月 28 日（金）に、いわき市立植田小学校・小名田子ども会会員を対象に「夏休み理科教室」
を開催しました。これは、例年実施している「夏休み理科自由研究」の応援講座（7 月 8 日開催
済）を子ども会向けに初めて企画・実施したもので、当会の講座としては、先日の勿来二中に続
き二回目となる勿来地区での開催となりました。会場の植田公民館には、小学 1～５年生まで 17
名、役員 3 名が参加し、当 NPO のメンバー9 名が指導にあたりました。 「暑さに負けずすず
しくなろう！」と題して、省エネで涼しく過ごすための方法を「温度」をはかることを通して考
えてもらいました。同様の講座は今年度 3 回目でしたが初めて晴天に恵まれ、屋外での実験を
行うことができました。公民館に隣接する公園で、５～６名ずつの 3 班に分かれてそれぞれ 3
つの実験をローテーションしながら行いました。当日は厳しい暑さとなり、省エネでも涼しく
過ごす方法を考えるという目的には適していましたが、熱中症対策にも気を配りながらの実施
となりました。各班とも上級生に助けられながら下級生も頑張って、放射温度計を用いた温度測
定に取り組んでいました。 当日行った実験の概要は以下のとおりです。  〔実験１〕屋外の温度
測定 屋外の日向や日陰、物や人、樹木、草など、路面の性状による違いなどの温度を測定。 結
果：直射日光下では、土やコンクリートの表面温度（40～58℃）に比べて草地や芝生の表面温
度（36～38℃）は低かった。日陰でも傾向は似ていたが、その差は小さかった。  〔実験 2〕打
ち水の効果を測定 50cm 四方の 3 区画で、散水なし、採水量 250ｍL と 500mL の場合の表面温
度の変化を測定。 結果：打ち水により地面の温度は急速に下がった。1 時間経過後でも散布の
有無による温度差が約 20℃と効果は持続し、散布水量が違っても結果に違いはあまり見られな
かった。 〔実験 3〕色による熱吸収の違いを測定 布（フェルト）の色（白・黄・赤・青・黒）
による表面温度の変化を測定。 結果：日向では、開始直後から白～黒の順に温度が上昇した。
20 分間の測定による上昇は白と黒で最大で約 30℃。日陰での大きな差は認められなかった。 
〔その他参考実験〕遮光の有無による密閉空間内部の温度を測定。 1 辺 20cm の直方体容器内
温度変化を、遮光なし、内側遮光、外側遮光の 3 条件で測定。 結果：開始時 33℃であったが、
2 時間経過後の内部温度はそれぞれ 58℃、40℃、36℃であり、遮光の効果や内側遮光と外側遮
光の違いなどが確認された。 実験後は公民館に戻り、「理科自由研究のススメ」として、過去の
「小学校理科自由研究」の受賞者で、小学校、中学校を通して研究を進めた植田小学校の先輩・
鈴木心彩さん（磐城高校 2 年生）による発表を行いました。小学校時代の作品やポスターを展
示して、自由研究の楽しさと意義を後輩小学生たちに伝え、奮起を促しました。お話の中で鈴木
さんが「自由研究への挑戦は自分にとっての宝物です」と語っていたのはとても印象的でした。
小学生から活発な質問も出るなど、大きな刺激となったようです。  最後に支援者が準備した
「浮沈子」をお土産として手渡し、閉会しました。 
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4.メンバー研修関係 

１）河川環境施設見学研修 
 10 月 20 日（金）、河川環境施設見学研修のために、福島市および三春町へ行ってきました。
早朝は晴れていましたが、11 時前に曇りに変わりました、夕方になっても、心配した雨が降り
ませんでした。風は弱く、この時期としては暑くも、寒くもなく絶好の研修旅行日和でした。 い
わき市役所前から 9 時 15 分に、福島市荒川資料室を目指し出発しました。参加者は 15 名でし
た。内訳は、いわき環境研究室会員が 7 名、環境団体関係者が 8 名でした。 第 1 の目的地であ
る荒川資料室には、ほぼ予定どおりの 11 時 15 分に到着しました。室内に入って、荒川の概略
について、わかりやすい説明を受けました。荒川は阿武隈川の支流で、流路延長 26.6 ㎞、流域
面積 178.1 平方 km です。源流は 2000m 級の吾妻連峰で、荒川の名前通り「暴れ川」です。古
くから土石流や氾濫など被害が相次いでいました。水質はきれいで、平成 22 年度から 13 年連
続で日本一の河川に選定されています。 まず、荒川の地蔵原堰堤を目指し歩いて行きました。
距離は片道 1 ㎞で、15 分ほど歩けが到着する予定でしたが、途中熊の爪痕の説明や植物の懇切
丁寧な講義で、時間が大幅にオーバーして、少し離れたことから見学しました。地蔵原堰堤はナ
イヤガラの滝を連想するような見事な景観でした。大正 14 年に計画完成した後、数次の改築・
増補を経て、昭和 28 年にほぼ現在の姿になりました。石積粗石コンクリート造りです。荒川の
洪水を防ぐために建設されたもので、当時の最新技術を駆使して造られた高さ 8.7m、幅 74.4m
の壮大な構造物です。 帰りに霞堤を、見学をしました。旧霞堤は、江戸時代に築かれた堤防で
す。荒川の氾濫を防ぐために造られたもので、水勢を弱めて流す川の岸につくられた特殊な堤防
です。新霞堤についても説明を受けました。 地蔵原堰堤と霞堤は、荒川の歴史と自然を象徴す
る施設です。両施設を訪れて、荒川の魅力を存分に感じることができました。 お昼ご飯は荒川
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資料室に隣接するアサヒビール園四季の里で摂りました。ジンギスカン鍋で、ラム肉も野菜も豊
富にあり、全員満足した様子でした。鉄板を囲みながら 1 時間近く談笑して、関係環境団体の方
と親交を深めることができました。  最後の訪問先は、三春ダム管理所でした。ダムがみえる
展望台で、パネルを指しながらダムの歴史や役割について担当者 2 名から説明を受けました。
詳細な説明で勉強になりました。三春ダムは平成 10 年完成した高さ 65m の多目的ダムです。総
工費 1,200 億円でしたが、それでも小さいダムだと聞いて驚きました。また、ダムの本工事が始
まるまでの予備調査に 20 年をかけ、周辺住民 676 人が退去されたことも驚きでした。 三春ダ
ムを見学して、ダムの役割や重要性を改めて認識することができました。ダムは、洪水を防ぎ、
水道用水を供給し、発電を行うなど、私たちの生活に欠かせない役割を果たしています。また、
豊かな自然を守る役割も果たしています。 市役所へは予定どおり 4 時半に、明るいうちに到着
しました。天候にも恵まれて楽しい研修旅行を無事終えました。参加者からは「いままでで、最
高の見学研修でした」との評価を得ることができました。 

5. NPO 事業中間報告会の開催

12 月 20 日、当 NPO の令和５年度事業中間報告会を開催しました。今回は、特に学校や地域
への学習支援の活動について報告を行い、成果や課題の共有、今後へ向けての意見や提案などが
行われました。報告会には、NPO メンバーのほか、好間四小、平四小、平窪公民館、好間公民
館、（株）ライト・エージェンシー、パルシステム福島の環境委員会、いわき市河川課などから
もご参加いただき、全員で 16 名でした。 最初に、環境エネルギー学習支援についての報告が
あり、好間四小、平四小、勿来二中、パルシステム福島と植田小・小名田子供会を対象に実施さ
れた、「温度をはかる」省エネルギー関係の各種実験について紹介しました。温度について感覚
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としてだけでなく具体的な数値で把握できたことや実験結果から暑さ対策や省エネルギーなど
地球温暖化との関連性をより意識するようになったことなどについても報告されました。 続い
て水環境・水生生物学習については、好間一小、好間四小、福島県環境創造センター附属施設猪
苗代水環境センターの環境学習会、赤沼環境保全会の地区子供会水環境学習会で行われた水質
調査や水生生物調査などのトピックについて紹介しました。子供たちが楽しく体験できていた
こと、支援時の説明や操作方法についてマニュアルを整備して冊子「川の水質調査」を作成し改
善が図られたこと、そのほか透視度計やパックテスト操作について NPO 独自の改良を行ってい
ることなどが紹介しました。 さらに、水防災学習については、好間四小と平四小で実施した各
テーマの紹介があり、どの項目でも NPO が独自に製作した模型などを用いて行われた学習であ
り、体験した子どもたちは、模型自体にも非常に興味を持った様子であったこと、模型によって
実際の現象により近い体験ができた様子などが紹介しました。対象人数が少ない場合は直列で
各テーマの実施が可能だが、大人数になると班別に各テーマを並列・ローテーションで実施す
る方式にせざるを得ない状況が報告しました。 参加した方々からは、普段の授業などではでき
ないような貴重な体験ができ楽しみながら理解を深めようとしている様子がうかがえるといっ
たコメントや小学校の先生方からは次年度の実施についての要望や改善点の提案が行われまし
た。 残りの時間で、小冊子「川の水質調査」とこれに続いて製作中の水防災学習用の小冊子の
目次について紹介が行われ、参加者からの意見や要望をいくつかうかがうことができました。
報告会全体を通じていただきました貴重なご意見等についても、今後の学習支援事業に反映さ
せたいと考えております。 

6．活動実施後のアンケート結果 

今年度の活動後アンケートは設問への答えが選択方式から記述式に変更しました。 
その中から、水環境に沿ったアンケートを記載します。 
平四小、水防災学習での設問は４項目です。（６年生、６６名対象） 
１） 地球温暖化と川の洪水との関係が理解できたでしょうか？ 

・地球温暖化によって、気温が上がると。海水面が上がる。 
・地球温暖化によって、水害が起こる。 
・地球温暖化によって、災害が増えた。 
・地球温暖化によって、気温が上がることがわかった。 
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２） 森の保全が川の水量にどのように関係するか理解できたでしょうか？ 
・森の木々が減ると、保水力が減ることがわかった。 
・森がないと、災害が起こることがわかった。 
・森によって、町が守られていることがわかった。 
・森の木が水を貯えていることがわかった。 
・森に木がなくなると、降った雨が川に流れてしまうことがわかった。 
・森に木がなくなると、水害が起こりやすくなるととがわかった。 

３） 川の洪水を少なくするには、川だけでなく流域全体で工夫していく必要があることが理解
できたでしょうか？ 

・田んぼや調整池で水の管理をしていることがわかった。 
・以前の水害で起こった堤防決壊から、堤防の作りを改善していることがわかった。 
・砂防ダムによって防げるメリットが、生き物がすみにくくなるデメリットもあることがわ 

かった。 
・学校近くの川の堤防の改修工事をする必要性がわかった。 
・砂防ダムが必要だということがわかった。 
・調整池で水の管理をしていることがわかった。 

４） 川の水量が多くなるとき、少なくなるとき、私たちのくらしや産業にどのような影響がで 
てくるか理解できたでしょうか？ 

・日頃から、避難経路を確認したり、避難グッズを用意したりする必要がある。 
・家族と避難の仕方を話し合っておく。 
・避難場所を確認しておく。 
・災害情報を確認して、行動することが大切だとわかった。 
・災害が起きた時に、どこに避難するかを家族と話し合っておくことが必要だと思った。 
・水や食料などの避難グッズを準備しておくことが大切だと思った。 

赤沼地区子供会水学習支援での設問は４項目です。（子供９名、保護者３名対象） 
１） 調査した用水や排水の水質の違いが理解できたか？  

・上流から下流の水質の違いが理解できた。特に、中流は直接水路に入ったので身をもって
わかったようだ。 

・わかりやすく説明していただいたので理解できた。 
・上流よりも下流の方で水質が悪いことが理解できたようだ。 
・地点によってにおいに違いがあり、おどろいたようだ。 

２） 水路の水質は、その地域の状況（くらしや産業、土地利用など）と関係していることを理 
解できたか？ 

・中流には田んぼが多いので、その土地の状況が影響していることがわかったようだ。 
・水質と生活の関係がわかったようだ。 
・上流はあまりよごれていないことがわかったようだ。 
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３） 水生生物はすんでいる水路や川の水質と関係していることが理解できたか？ 
・生き物の実験やアメンボ製作の説明を受けて、水質がどう関係するのか理解できたよう 

だ。 
・水生生物と水質の関係が理解できたようだ。 

 ・とてもよい勉強になったようだ。 
４） 水路や川の生き物を守るためにはどうすればよいか考えることができたか？ 

・家庭排水など水を使う側での生活の影響を考えていきたい。 
・一滴の洗剤でアメンボが浮けなくなることを聞いて、大量の洗剤やシャンプーの使用が生 

き物側に、ひいては人間にも影響するのではないかと思った。 

7．あとがき 

令和５年度の活動を振り返ると、川に入れる時期的なこともあり、５月から１１月に集中、
６月は３回実施しています。各メンバーの都合もあって、参加できるメンバーが少ない時は、
他の団体から応援を受けて対応しています。逆に他の団体の応援に行くこともあり、結果的に
複数の団体のメンバーになっている人も多いようです。このような地域の人的なつながりを大
事にしながら、今後の増加傾向にある活動をメンバー自身も楽しみながら実りある活動を継続
してゆく計画です。 

最後になりますが、当ＮＰＯの活動には資金も必要であり、河川財団からの助成金を活用さ
せていただいております。深く感謝いたします。 
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